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請を行い、承認後にようやく医療現場
で使えるようになります。モニター１
人が仕事をしても、チームの仲間がき
ちんと業務を遂行しなければ目標を達
成できません。目標を共有し、多くの人
に支えられ、助け合いながら仕事を進
めていく業務の特性は、短距離走では
なく、全員でタスキを渡してゴールを
目指す駅伝に似ているように思います。
　だからこそ、そうやってできた薬が
世の中に出て、病院の先生や薬剤師の
方の手によって処方・調剤が行われ、
患者さんの手元に届けられたときに、
大きな達成感を味わえます。
　――どんな人材に来ていただきたい
ですか。
　井上　「ドラッグラグ」や「国際共
同治験」という言葉がよく学生から出
てくるようになりました。国際化への
対応は着実に進み、日常業務でも英語
を使う場面が増えています。業界が成
長し、業務が多様化する中、広い視野
で物事を考えられる人材を求めたいと
思っております。薬学知識という点で
優位に立つ薬学生がそれを獲得できれ
ばさらに大きな強みになります。

　水田　自己研さんして成長する心構
えを忘れずに、研修や実務を通して
様々なことを吸収していただきたいで
す。また、緻密さはもちろん、突発的
な事態にも臨機応変に対応する能力が
求められます。他人から指示を待つだ
けではなく、自ら進んで行動できる方、
また率先して変化に飛び込んでいける
方にご入社いただきたいですね。
　井上　よく「医薬品の研究開発」と
いう言われ方をしますが、医薬品の創
製や合成に関わる「研究」と、医療機

関で被験者に医薬品を投与し、有効性
や安全性を評価する「開発」は関連は
深いですが、異なる面もあります。開
発職として働くのであれば、医薬知識
に加え、幅広いコミュニケーションス
キルも必要になってきます。
　大圃　コミュニケーションスキルに
ついては、今年入ってきた新卒社員も
半年前に比べればずいぶんと変わって
きています。社会人１年目に業界マナ
ーを１から学び、いろんな方との接点
の中で、コミュニケーションスキルや
チームワーク、協調性を身につけてき
ています。何事も吸収しようとする気
持ちが大事です。
　井上　薬学卒でＣＲＯに入社した方
で見ると、プロジェクトリーダー、サブ
プロジェクトリーダーに若くしてなっ
ている人材もいます。プロジェクトを
ミスなく進める細やかさはもちろん重
要ですが、周囲とのコミュニケーショ
ンを通じて、これまでのやり方に縛ら
れず、チームでよりよい結果を生み出
すための新しい手法を提案できる人材
に出会いたいと思います。失敗を恐れ
ないチャレンジ精神も期待したいです。

　――採用のスケジュールが変わりま
す。
　井上　2016年卒学生の採用情報・
説明会解禁が14年12月から15年３月
に変わります。ルール変更によって、
就職開始時期が後ろ倒しになり、学生

の皆さんも戸惑いがあるかもしれませ
んが、やっておくべきことはこれまで
と変わらないと思います。むしろ、業
界研究にあてられる期間が例年よりも
長く取れると前向きに考え、その間に
自分に適した職を見極めてほしいです
ね。
　水田　昨年以上に各社の採用選考・
説明会が集中してしまうことが見込ま
れますので、３月までに業界研究を行
った上でどういう業界、会社に行きた
いのかを考え、志望企業を固めておか
ないと大事なチャンスを逃してしまう
かもしれません。しっかり準備をして、
自分なりの軸を持って活動をしてほし
いと思います。就職活動中はいろいろ
な会社を知ることができる、人生の中
でも貴重な期間でもあります。
　井上　インターネットで情報を集め
るのも大事ですが、働いている先輩や

いろいろな場で、人事担当者の声を聞
いたりして会社を判断していただきた
いです。ＣＲＯも大きく変わってきて
いるので、自分の足で最新情報を収集
する必要があります。
　――学生へのメッセージを。
　水田　様々な立場の方々と接するこ
とが多いので、コミュニケーションを
取ることが好きな人には適した業界だ
と思います。モニター職では病院の先
生方に対しても、仕事を進める上で必
要であれば、自分から意見を出してい
く必要があります。プロフェッショナ
ルとして自分の意見や正しいことを伝
えていかないといけない。“倫理観”を
大事にして、自ら成長したいと考えら
れる人であれば、活躍できると思いま
す。
　大圃　私も話をさせていただく際
に、絶対に持ってもらいたいものとし
て、“倫理観”を挙げます。正しいこと
を正しいと思って追求する姿勢を大事
にしていただきたい。人の健康や生命

に関わる仕事に従事されるわけですの
で、クライアントである製薬企業から
仕事を受けている立場にはあっても、
医薬品を開発していくために守らなけ
ればならないルールやプロセスがあれ
ば、きちんと説明できる能力が必要で
す。
　あとは“熱意”。薬を世の中に出して
患者さんに届けていくという思いで
す。倫理観と熱意が根底にあれば、コ
ミュニケーションスキルは入社後に身
に付けることが可能で成長できます。

　井上　１～２年目は仮に小さな失敗
をしても、必ず先輩がフォローしてく
れます。薬学・医学領域はミスが大き
な命取りになってしまうリスクを心に
留めておいて、「報告・連絡・相談」
をしっかりすること、また「明るく」「楽
しく」「元気よく」仕事に向き合って
ほしいですね。ＣＲＯは若い人たちが
多く活躍している業界ですので、競争
心や責任感は重要ですが、一方で、一
緒に働いている仲間と家族のような近
い距離感で協力しながら、充実した社
会人生活を送っていただきたいです。
業界内での会社間競争はありますが、
10年後、20年後に、皆さんが業界を
牽引して今以上に大きくしていただき
たいと思います。

　ＣＲＯ会員社や職種、仕事
内容は、日本ＣＲＯ協会のホ
ームページで詳細に紹介して
いるので、企業研究、業界研
究の材料として、ぜひ活用し
てほしい。
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３月までに志望企業を固める
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